
向う三軒両隣の支え合い

北山台ふるさと防災チーム



「ふるさと防災チーム」の歩み

平成１８年
防災倉庫・備品の整備
５ヵ年計画スタート

平成２０年
人権まちづくり懇談会で“大型地震等
の自然災害が発生したら今の
「ふるさと防災チーム」では全く
機能しない“と言う意見が挙がる

平成２１年
・１月 「自然災害を考える有志の会」
・５月 「ふるさと防災チーム」の発足

平成２２年
・防災倉庫・備品の整備５ヵ年計画終了
・３月 「向う三軒両隣」初版発行
・６月 「第一回総合避難訓練」実施

平成２３年
・７月 「第二回総合避難訓練」実施
・「命のバトン」要援護者・高齢者宅に

湖南市から無償配布（１５０本）

平成２４年
・９月 「第三回総合避難訓練」実施
・「命のバトン」北山台全戸に配布



設立趣旨

・自治会役員の一年の任期では活動に限界

・防災訓練の実施等、具体的な行動が取れる体制が困難

・災害が発生した場合勤務等で即時対応が無理

目的

・日頃から住民参加による訓練を実施、被害を最小限

・何時でも動ける人が集まり、向う三軒両隣の小さなコミュ
ニティ集団を核の組織体制

・災害発生時に効果的な対応が取れる体制を確立



自 主 防 災

自助 共助

公助

地域の防災力

自分の命は

自ら守る

自分たちの街は

自分たちで守る



各家庭での取組

・自宅の耐震化や家具の転倒防止

・非常用持ち出し袋の準備

・危険箇所や避難所の確認

自助

地域での取組

・自主防災組織の取組み

・災害時要援護者への支援

・一次避難所の運営など

共助 市の取組

・二次避難所の開設・運営

・備蓄食料（資材）の配布

・施設・資機材の整備

公助



防災の考え方（１）

取り返しのつかない事を優先することではないですか。

世界中さがしても災害時に餓死したという例はないそ
うです。死んでしまっては、食料もトイレもいりません。
家屋を消失してしまってはお金で買えない思い出の品
物もなくなります。

死なないこと・家屋財産を失わないことを最優先として
対策が必要です。



防災の考え方（２）

０～１分

命と家屋財産を守る
最も重要な期間

１～１０分 １０～１時間 １～１０時間 １０時間～３日 ３日～１ヶ月 １ヶ月以上

自分で
身を守る

家族の
助け合い

隣近所
助け合い

対処・適応期間

自治会等地域
の助け合い

避難生活
仮住い期間

復興
期間

行政からの支援

この時間帯は、他からの支援は得られない。
そして平時に準備しておかなくては間に合わない

災害発
生



北山台ふるさと防災チーム組織

本部長

隊 長

副本部長事務局

機器整備班

情

報

班

消
火
・警
備
班

給
食
・給
水
班

救
出
・救
護
班

避
難
・誘
導
班

区長

自治会長

隊長１名 副隊長２名 各班２名 １０名

事務局長１名

他８名

班長１名 副班長５名 副隊長の下に５～６名班員



自主防災組織の平常時の役割
平常時の活動

１、地域住民への防災意識の普及活動

一人一人が防災に関心を持つ 防災情報紙の発行

２、各家庭の安全確保

家具の固定、建物や塀の耐震診断、消火器の点検

３、防災訓練の実施と訓練結果の不備の改善

情報収集伝達訓練、消火訓練、避難訓練、救急救助訓練、給食給水訓練

４、地域コミュニケーションの確保（命のバトン）

災害時コミュニケーションの充実を図り、要援護者や一人暮らしの高齢者、

妊婦、乳幼児などの支援が必要な方を把握する

５、防災資機材の点検整備

発電機、ポンプ、チエンソーなどの点検



地域住民への防災意識の普及活動
防災情報紙の発行 ３ヶ月に一度 全戸配布



災害時の活動マニュアル１

地震
  発生

行政から防災無線
  で地震情報

情報の聞取り
（確認者を複数人設定）

本部長に連絡

本部長と右記の
役員集合

危機管理体制：本部長不在の場合は下記の順位とする
 副本部長⇒隊長⇒副隊長Ａ⇒副隊長Ｂ⇒事務局長

対策本部設置指示

設置条件：震度５強

湖南市からの防災情報の伝達手段

（湖南市の基
準）



湖南市からの防災情報の伝達手段

湖南市

同報系防災行政無線 緊急速報メール
（携帯３社 H24年６月度整備）

消防団・広報車
による直接広報

区長

区連絡網による
伝達湖南市タウンメール

住 民

１ ２ ３ ４



緊急情報などへの登録は

湖南市では、災害などの緊急情報、不審者情報や市道十二坊線通行情報、

学校連絡など希望する人に希望する情報を携帯電話やパソコンメールで

配信するサービスを実施されています。

まずは会員登録を（無料）

メール配信を受ける携帯電話またはパソコンで、「湖南Ｔｏｗｎ－Ｍａｉｌ」のトッ
プページ （ＵＲＬ：http://www.konan.town-mail.com) に接続

グループ名の選択

・緊急情報ー避難勧告、土砂災害情報、河川警戒水位、震度４以上の情報

・不審者情報ー不審者が現れた地域や不審者の特徴などの情報

・市道十二坊線通行情報ー降雪や路面凍結による市道十二坊線の通行止
め、解除の情報

・学校連絡



災害時の活動マニュアル２
対策本部設置指示

対策本部の設置を
住民に知らせる

知らせる方法
・防災無線（サイレン：６０秒鳴らす）
・車に設置したスピーカーでアナウンス

２，３，４丁目の情報班、給食・給水班
避難・誘導班は自治会館に集合し
設置準備（一次避難所）

１丁目の情報班、給食・給水班
避難・誘導班は一丁目公園に集合
し設置準備（一次避難所）

  トランシーバー

ブロック長は担当エリアを巡回
被害状況を対策本部に連絡

対策本部設置
（責任者：本部長）

連絡所設置
（責任者：副本部長）

要援護者のリスト持参



災害時の活動マニュアル３

対策本部
・安否確認ボード
・災害時確認名簿
・被害状況報告書（様式１） の準備

全住民は被害状況を災害本部に報告
・安否確認ボードに記入
・命のバトンを持参し家族の被害状況報告⇒災害時確認名簿に記入

状況に応じて
全住民の１次避難所への避難指示

知らせる方法
サイレン ４５秒鳴らし２５秒休
      ４回の反復

消火・警備班、救出・救護班の各副班長、班員は左記の場所
に集合、担当エリアを巡回、状況に応じて活動を行う
・怪我人、行方不明者はいないか確認
・出火防止を呼びかける
・初期消火を行う

・一丁目：一丁目公園
・二丁目：二丁目公園
・三丁目：三丁目グランド
・四丁目東西：自治会館前

対策本部に連絡

資材の貸し出し管理（副隊長）

避難した家庭は白布
を提示



避難完了した家は白布掲示

郵便受 門扉

避難確認するブロック長



安否確認ボード（避難マップ）に避難完了
○印記入

避難完了○印記入済

●高齢独り暮し

○高齢者夫婦、昼間独り

○７０才以上、要援護者

の表示を避難マップに記入しています



『災害時確認名簿』



災害時の活動マニュアル４

安否確認ボードに記入の無い住所は
ブロック長、情報班により情報収集

本部は収集した情報から各班に活動指示

被害者は被害状況・避難者名簿（様式２）に記入
・市指定の避難所の移動する人
・自宅避難する人の確認

避難所に誘導
・菩提寺小学校
・まちづくりセンター

状況が安定してきたら

市指定の避難所への基準
・５０人以下の避難者の時は自治会館を
 避難所としてもよい

・消火作業
・要援護者・怪我人の救出救護
 等の指示

給食・給水の確保



放水訓練

ホースの接続

放水開始

女性陣も参加

Ｎｏ．５使用

Ｎｏ．１５使用



本部指示により救出救護班
が救出に走る

救出者をリヤカーに
乗せる

救出者を運ぶ

救出完了

命のバトン持参

要援護者の救出訓練



命のバトン Ｈ２４年全戸に配布



救出・救護
簡易担架の作成ＡＥＤ Ｈ２４年２月に設置

ＡＥＤの使用訓練

Ｈ２４年６月１７日

Ｈ２５年１月２７日 実施

綜合警備保障株式会社

ＡＬＳＯＫによる講習



年齢 性別 血液型 住 所 １，２，３，４ 丁目  －

電話番号     －

家屋の

被害状況

〒

ご 親族など

家 連絡先

族 （     ）    －

避難状況

あなたの家族は全員避難していますか。

Ａ，全員避難した。

Ｂ，まだ残っている。

  どなたですか。

 （        ）（        ）（        ）

特別な配慮が必要ですか 安否情報

 （病気や食事制限など） あなたの家族は全員連絡が取れましたか。

Ａ，全員連絡が取れた。

Ｂ、まだ取れていない。

  どなたですか。

 （        ）（        ）（        ）

備考欄

（様式２）      被害状況報告・避難者名簿（世帯単位）

氏   名

  全壊   半壊   一部損壊

安否の問い合わせがあった場合、住所、氏名を答えてもよいですか。（ はい  ・ いいえ ）

        避難所に移動（入所    年  月  日）  ・   自宅避難

世 帯
主

ボランティアに協力できる方がおられますか

（          ） （           ） （           ） （          ）



給食・給水

薪で炊くのは難しい ２５０個程度にぎったかな

釜戸ベンチの設置

・１丁目公園：２台

・３丁目グランド：４台



総合避難訓練参加率

H２４年９月９日 Ｈ２３年７月３日 Ｈ２２年６月２０日

１丁目 ８６．８％ ８３．２％ ７５．６％

二丁目 ８３．７％ ６７．２％ ４１．６％

三丁目 ８８・４％ ８９．１％ ６４．６％

四丁目東 ９０．４％ ７３．７％ ５４．１％

四丁目西 ８３．１％ ６４．８％ ３８．８％

総合計 ８６．１％ ７５．７％ ５５．３％

Ｈ２５年度の避難訓練は７月７日（日）の予定

第一回第二回第三回



防災資機材の点検整備
発電機、ポンプ、チェンソーなどの点検（月１回）



災害時活動マニュアル５

事務局

１、各班への指示

２、一次避難所の開設

３、被害情報の外部への通報

４、医療機関への救援要請

５、災害対策、災害復興対策

６、救援物資の分配



災害時活動マニュアル６

情報班

１、被害状況の把握

・要援護者の状況、救援要請の総括

・倒壊家屋、火災発生の有無、道路の崩壊箇所の確認

２、本部への報告

３、避難住民への情報交換

４、周辺地域及び行政との情報交換



災害時活動マニュアル７

消火・警備班

１、被害箇所の早期把握と対応

２、消火班の稼動人員の確認

３、初期消火活動（延焼防止が目的）

４、消火活動が済めば警備を行う



災害時活動マニュアル８

給食・給水班

１、給食・給水の確保

・防災倉庫に保存食・水の備蓄

・防火水槽（４ヶ所）の水質検査

２、給食・給水の開始

・軽トラによる給水

・必要な水は煮沸する



災害時活動マニュアル９

救出・救護班

１、被害者の救出・救護

２、倒壊建物の情報入手

３、人的被害状況の把握

４、被害箇所の情報収集



災害時活動マニュアル１０

避難・

誘導班

１、要援護者の避難誘導

２、安全な避難経路を決めておく


